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令和 5 年度 松江市上下水道事業会計決算概要 

 

令和 6 年 7 月 

松江市上下水道局 

１．水道事業の決算状況 

【業務状況】 

区分 R3 R4 R5 比較増減 増減率(％)

給水人口（人） 187,180 185,933 184,169 △ 1,764 △ 0.9

給水戸数（戸） 95,145 95,815 96,547 732 0.8

有収水量（㎥） 19,866,860 19,764,615 19,620,650 △ 143,965 △ 0.7

有収率（％） 93.6 93.1 93.5 0.4pt ‐
 

※R4、R5 の有収水量及び有収率は、物価高騰減免水量を含む。 

※有収率の全国平均：89.8％（R4 年度決算値）  

  

【収益的収支】                  （単位：千円、消費税及び地方消費税抜） 

R3 R4 R5 比較増減 増減率(％)

総収益 5,479,092 5,428,269 5,499,350 71,081 1.3

うち給水収益 4,232,792 3,769,231 3,753,537 △ 15,694 △ 0.4

うち特別利益 0 0 0 0 0.0

総費用 5,015,717 5,033,462 5,164,489 131,027 2.6

特別損失 18,293 0 0 0 0.0

481,668 394,807 334,861 △ 59,946 △ 15.2

463,375 394,807 334,861 △ 59,946 △ 15.2

区分

差引（純利益）

経常利益

 

 

収益・費用の主な増減要因 

収益：71,081 千円増 

・減少：給水収益（△15,694 千円：減免額 457,413 千円）※R4：457,337 千円） 

他会計繰入金（△54,988 千円：簡水の高料金対策繰入金△61,024 千円） 

長期前受金戻入（△26,911 千円） 

・増加：引当金戻入益（174,057 千円：うち修繕引当戻入益 129,000 千円、 

退職給付引当金戻入益 43,800 千円） 

費用：131,027 千円増 

・減少：減価償却費（△33,095 千円）、資産減耗費（△81,618 千円） 

・増加：修繕費（116,266 千円、うち千本貯水池浚渫 124,344 千円） 

受水費（124,042 千円、R5～R7 年度の契約単価の増） 

 

純利益 については、建設改良積立金に処分し、管路や施設の更新並びに耐震化等

に係る事業費の財源とする予定。 
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【資本的収支】                     （単位：千円、消費税及び地方消費税込） 

R3 R4 R5 比較増減 増減率(％)

収入 1,541,762 1,976,650 1,581,012 △ 395,638 △ 20.0

支出 4,669,704 3,569,992 4,686,263 1,116,271 31.3

うち建設改良費 2,547,729 2,244,673 3,368,053 1,123,380 50.0

△ 3,127,942 △ 1,593,342 △ 3,105,251 △ 1,511,909 △ 94.9

区分

差引（不足額）
 

※不足額は損益勘定留保資金、消費税及び地方消費税資本的収支調整額、建設改良積立金で補填。 

 

 

建設改良費内訳                  （単位：千円、消費税及び地方消費税込） 

R5

主な内容　（）は事業費

1,939,208 1,698,611 2,276,825 防災拠点施設管路(意東小行） (128,279) 578,214 34.0

忌部水系（忌部浄水場下）耐震化工事 (184,950)

忌部水系（床几山系）耐震化工事 (216,024)

老朽管路(追子団地内配水管布設替工事） (123,488)

老朽管路(青葉台住宅団地配水管布設替工事） (107,712)

防災拠点施設管路(古江小行） (80,102)

防災拠点施設管路(忌部水系国道9号横断）耐震化工事 (102,252)

防災拠点施設管路(矢田水系基幹管路（中央ループ行）） (241,358)

148,420 40,321 607,804 忌部浄水場耐震化工事 (497,900) 567,483 1407.4

手結配水池行送水施設移設事業（送水ポンプ施設築造工事） (52,984)

設備 289,842 292,963 304,369 国屋配水池外電気計装設備更新工事 (35,866) 11,406 3.9

手結配水池行送水施設移設事業（送水ポンプ施設設備工事） (35,754)

その他 170,259 212,778 179,055 人件費 (138,749) △ 33,723 △ 15.8

配管CAD設計積算システム構築等委託 (6,567)

合   計 2,547,729 2,244,673 3,368,053 1,123,380 50.0

比較増減 増減率(％)

管路

施設

区分 R3 R4

 

※R6 年度への繰越額 1,017,242 千円 

主な繰越事業 矢田水系基幹管路（中央ループ行）配水管耐震化工事 302,500 千円 

忌部浄水場耐震化工事（継続費）283,100 千円 
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R4 , R5 物価高騰減免分含む 
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２．下水道事業の決算状況 

【業務状況】 

事項 R3 R4 R5 比較増減 増減率(％) 

普及率(%) 98.0 98.0 98.0 0.0pt － 

水洗化人口(人) 182,085 180,843 179,278 △ 1,565 △ 0.9 

水洗化率(%) 94.2 94.2 94.3 0.1pt － 

有収水量(㎥) 19,828,669 19,651,344 19,533,696 △ 117,648 △ 0.6 

 

※R4、R5 の有収水量は、物価高騰減免水量を含む。 

 

【収益的収支】                        （単位：千円、消費税及び地方消費税抜） 

区分 R3 R4 R5 比較増減 増減率(％) 

総収益 7,674,116 7,633,392 7,471,989 △ 161,403 △ 2.1 

  うち下水道使用料 3,514,776 3,468,415 3,469,637 1,222 0.0 

  うち特別利益 9,816 108,163 0 △ 108,163 皆減 

総費用 7,153,246 7,034,269 7,055,591 21,322 0.3 

  特別損失 30,863 0 0 0 - 

経常利益 541,917 490,959 416,398 △ 74,561 △ 15.2 

差引（純利益） 520,870 599,122 416,398 △ 182,724 △ 30.5 

 

 

収益・費用の主な増減要因 

収益：161,403 千円減 

・減少：特別利益（△108,163 千円：宍道湖流域下水道維持管理負担金返還金の 

皆減等） 

他会計補助金（△40,172 千円：減価償却費・支払利息の減等による） 

長期前受金戻入（△24,611 千円） 

 

  費用：21,322 千円増 

・減少：資産減耗費（△28,042 千円、建設改良費の減）、 

支払利息（△79,308 千円） 

・増加：流域下水道費（137,108 千円、宍道湖流域下水道維持管理負担金） 

 

純利益については、減債積立金に処分し、企業債償還（令和 5 年度末残高 335 億
円）の財源の一部とする予定。 
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【資本的収支】                    （単位：千円、消費税及び地方消費税込） 

区分 R3 R4 R5 比較増減 増減率(％) 

収入 3,962,064 3,553,581 2,930,870 △ 622,711 △ 17.5 

支出 6,334,822 6,079,376 5,549,631 △ 529,745 △ 8.7 

  うち建設改良費 1,685,616 1,476,846 1,158,621 △ 318,225 △ 21.5 

差引（不足額） △ 2,372,758 △ 2,525,795 △ 2,618,761 △ 92,966 △ 3.7 

 

※不足額は損益勘定留保資金、減債積立金等で補填。 

 

 

建設改良費内訳                      （単位：千円、消費税及び地方消費税込） 

R5

主な内容　（）は事業費

372,809 583,796 305,537 施設統廃合（宍道地区農集統合実施設計） (5,970) △ 278,259 △ 47.7

未整備解消(管渠)(千鳥町、平成町、大正町） (35,789)

未整備解消（公共桝）（市内22箇所） (20,079)

支障移転（大橋川改修布設替工事詳細設計） (13,035)

老朽管渠改修（東出雲町） (168,497)

向島ポンプ場圧送管改築・修繕基本検討業務 (9,295)

625,015 369,571 239,290 施設改修（大芦、多古処理場機能保全工事） (44,506) △ 130,281 △ 35.3

施設改修（マンホールポンプ制御盤更新） (25,906)

老朽機器等取替（Eメール通報装置） (37,850)

老朽機器等取替（遠隔監視通信装置） (23,848)

老朽機器等取替（大井処理場高圧受変電設備） (23,102)

Eメール通報装置購入費 (20,625)

流域下水道 356,124 333,378 212,255 県事業負担金 △ 121,123 △ 36.3

雨水 280,986 131,830 338,718 雨水渠整備（西川津町） (70,617) 206,888 156.9

雨水渠整備（東出雲町揖屋） (33,496)

雨水渠整備（比津町） (50,375)

設計業務委託 (33,587)

移転補償 (3,246)

その他 50,683 58,271 62,821 人件費 (48,068) 4,550 7.8

工事等（マンホール作成・設置） (6,585)

上下水道統一管路台帳システム構築 (2,763)

事務費 (5,405)

合   計 1,685,617 1,476,846 1,158,621 △ 318,225 △ 21.5

増減率(％)

管渠

施設・設備

区分 R3 R4 比較増減

 

※R6 年度への繰越額 959,113 千円 

主な繰越事業 魚町雨水枝線工事 165,000 千円 

中継ポンプ場改築（SM）工事協定 208,002 千円 
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 R4 , R5 物価高騰減免分含む 
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